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●主な意見

選定時間の制約のある中、地域の元気臨時交付金事業で、速やかに事業計画が立てられたことを評価する。

本市の元気を倍増する活用を期待する。

本補正予算での対応は、的確な事業選択と予算配分がなされていると評価するものであり、また、積極的

な安全対策、防災対策は魅力あるまちづくりにつながると考える。引き続き市民ニーズに対し、スピード

感を持った対応と、財源確保などの効率的な行財政運営を望む。

上野台小学校前交差点

滝保育所

大井西中学校

安全対策に早期着手
　本補正予算では、国の補正予算に伴う「地域の元気臨時交付金（※）」の対象と

して、８事業が選定されました。

　この選定により、当初予定していた事業における財政負担が軽減され、前倒

しでの事業展開が図られることになります。主な質疑は次のとおりです。

学校周辺の歩道整備
補正額　１億2795万円

　福岡中学校前の市道第619号線

と市役所第２庁舎と上野台小学校

を結ぶ市道第700号線の歩道整備

事業が提案されました。２つの事業

とも学校の敷地に絡む歩道の拡幅

となることから、フェンスの移設や

樹木の伐採、それに伴う補償などに

ついての質疑がありました。

●主な質疑

バリアフリーや点字ブロックな

どの計画は。

有効幅員が2メートルの歩道

を予定しており、点字ブロック等、

必要なものは整備する。

歩道を整備するに当たり、学校

のフェンスや樹木はどうなるのか。

フェンスについては移設する形

になる。樹木については、移設や

伐採など様々な議論があったが、

移設先や費用の確保が難しいこと

から、現実的にはやむを得ず伐採

する予定である。
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より安全・安心な保育所へ
補正額　6158万円

　滝保育所は昨年耐震診断を実施

し、その結果を受けて耐震設計が行

われました。そして、平成25年度

に耐震工事を実施する予定でした

が、今回の補正での早期実施が提案

されました。また、工事期間中の保

育について質疑がありました。

●主な質疑

工事期間中の保育は、どのよう

になるのか。

当初は保育所にいながらの保育

も考えていたが、工事中の音やにお

いのことも考え、上野台保育所で期

間限定での保育を予定している。

その期間はどれぐらいになり、

保育所独自の行事などはどうなる

のか。

保育所の行事が少ない７月から

９月の３ヵ月を予定している。

災害に備えて水の確保を
補正額　566万円

　「防災に強いまち」に向け、大井

西中学校に防災井戸を設置する提

案がありました。今後の小中学校で

の大規模改造とあわせて、防災井戸

を設置していく計画が示され、今後

の設置方針や運営方法についての

質疑がありました。

●主な質疑

防災井戸が設置されていない小

中学校への設置方針は。

大規模改造工事をする学校を優

先して設置をしていく。

防災井戸が設置されていない避

難所への設置方針は。

全避難所への設置を検討した

い。

ポンプを動かす取っ手部分の取

りつけがしづらい井戸もあるが、

改善は。

定期的に点検をし、必要に応じ

て使えるよう維持していく。

賛成多数で可決

全員賛成で可決

補正額　　　　

１億 9528万円

平成25年度ふじみ野市新規採用職員研修

地域の元気臨時交付金

　国の経済対策の一環として、
地方公共団体単独の公共事業
に対し、８割程度を交付金と

して還元する仕組みです。
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